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市
民
国墨
曇
０
基
本
計
幽
策
定

占
承
育
季
員
会
か
ら
「
わ
歌

山
市
民
図
〓
鶴
事
矛
計

画
寡
定

業
務
に
孫
３
螢
幕
型
７
●
オ
ー

プ

膨
に
つ
い
て

」
と
い
つ
文
書

と

、
そ
の
信
様
夢
伊
届
き
ま
し

た

。

（
７
日

２３
日
に
な
先
ご

骰

⑭

71Jr― o

心

導
声
象
６
二
開
発
に
群
う

市

民
図
書
後
一の
動
転
に
つ
い
ス

『
今
繊
の
新
図
書
館
め
殺
割
や

施

設
の
配
置

・
ス
ベ
ー
入
等
の

検

討
，
遅
ず
方
琺
な
で
．
曇
添

計

画
の
後
て
ｔ
讐

的
暉
ヌ
授

古
中
面

（ォ
玉
ァ
マ
し

す
３
事
￥
看
ヒ
な
慕
理
守
ロ
ポ

ー
ザ
ル
左
ず
に
お
り
選
定
す
３

６
て
の
）
て
で
す
。

参
力
昔
格
の
申
請
殺
付
は
‐

９
日
午
日
で
誓
神
経
結
は
９
月

９
日
て
．ち
に
ヤ
ら
ホ
あ
た
な

し
し―
気
か
し
ま
す
。
契
約
朝
問

は
篤
年
Ｂ
日
”
０
■
マ
て
す
．

業
誘
由
分
は
、
①
愛
キ
①
把

礎
。今
新
て
し
て
，
現
在
の
図

書
館
の
検
蕗
薔
摯ギ
型
響
石
塚

確
、
利
用
頻
度
の
檀
鳩
、分
約
。

上
植
計
画
￥
そ
ハ
絶
の
計
画
と

の
間
任
確
の
な
理
。
こＺ
漱
『事

綱
ぬ
紹
介
。
○
お
民
２
千
人
ｔ

無
確
為
地
出
し
た
一市
民
の
意
向

ア
／ヽケ
ー
ト
．
〇
せ
ぼ
刹
は
こ

日写
確
４
回
（
牛
ａ
閣
）
の
ワ
∫

ク
ヽヽ亀

ツ
７
へ
実
施
．④
裸
題

懲
理
．
⑤
紆
囲
き
舘
確
腱
の
棟

市
会

議

ク

／
１

■

７

１

う
本

計

（市
民
い
学
者
・力
替
に
通
一
設
計
こ
の
様
訂
（
全
体
絹
輝
‐

薦
し
た
哉
■

の
方
向
秘
、
育

料

一
疎
８
計
画
ヽ
艶
門
別
ス
ペ
ー
ズ
、

収
集
の
方
∩
准
、儲
報
提
緩
●
一
ド
リ
７
ウ
リ
‐
‐
な
τ
ネ
）
，

鳴
Ｙ
ね
３
お
う
は
村
耕
け
づ
く

一の
啓
蓬
運
営
結
制
の
輝
計
（
鯛

り
．
＜
つ
λ
ギ
誉
閤
ギ
確
達
ほ

一館

日
数
，
鴫
電
時
間
、
運
営
砂

櫂
確
っ
く
ソ
の
藤
討
″。
⑥
た
一籍
，
Λ
ぬ
ぢ
堰
俄
乱
けと
緩
浮
、
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た
機
管
理
漆
制
）
。
③
董
弾
シ

ス
テ
ヘ
ω
疎
計
（電
子
図
書
、

“採
薯
苺
∩
罷̈
贅
ぐ
出
・育

料
収
蔵
ンヽ
丞
一プ
ム
）。
①
営
構

里

モヽ

ンヽ
と
（轟
嬌
。①
３
回

濯
度
の
侍
内
を
受
像
、
２
回
組

度
の
国
蕊
朝
鼻
ぼ
の
支
投
。

（Ψ
暮
本
許
画
策
定
（ｉ
来
計
画
‐

一暫
満
イ
メ
ー
シ
図
）
―
と
存
ぅ

て
〔Ｉ
す
。⑤
２①
≦
う
い
は
，

お
と
し
Ｒ
何
うヽか
い
本
０
言

〒
す
ベ
キ
」で
は
ヽ
ｔｌ
で
し
ず
つ

い
。
膚
か
ら
打
ま
で
人
ま
り
せ

…
こ
う
ｃ，
、
つ
ボウ
六
墜
是
吾

ヒ
、
私
、
ひ
あ
た
は
β
ぼ

す
一
い
、
で
っ
で
し
ど
う
か
。

な
ん
ぢ
ゅ
―
マ
ｔ
戦
争
は
イ
ヤ

年
日
む
日
（体
）
１４
時
か
ら

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
調
手
層

雪
義
「あ
い
島
に
雪
炒
降
３
」

ｔ
奥
ま
し
た
。
来
村
自
３
さ
ん

い
第
　
加
東
大
介
さ
ん
か
彎

で
僣
験
し
た
、」こ
と
紛
得
ξ
舌

を
、
自
身
の
主
義
て
味
画
札
し

Ｆ
も
ｏ
で
す
。
Ｑ
べ
物
ｔ
３
く

に
わ
い
戦
場
で
、
兵
士
〓
最
縫

す
３
た
め
に
創
団
ｔ
つ
く
、
た

と
い
う
話
で
す
。
見
応
えヽ
は
（

り
ま
し
た
か

金
墨
稔
戦
争
だ

ヽ
た
０
け
に
、
ホ
ざ
わ
き
め
う

ま
で
出
て
府
う
て
行
予
ヽ
ス
３

の
て
い
う
ｏ
だ
い
か
ら
輌
け
出
３

こ
て
製
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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戦
争
蓄
蕃
驚
夫
奮
間

日
本
書
産
党
の
山
下
お
し

き
書
諸
局
長
は
７
月
′
日
，

国
会
内
で
お
者
会
見
し
、
参
′

碗
ヽ
同
日
審
尋
入
り
し
た
戦

争
著
禁
に
つ
い
て
，
「
泉
院

で
の
論
戦
の
到
重
点
に
主
ち
‘

漱
常
の
持
っ
現
実
的
危
険
に
、

■
晉
縫
が
で

」に
お
３
か
、
脅

庭
し
た
追
反
で
審
Ｔ
ｃ
追
い
込

み
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
甲
て
山
Ｔ
書
記
属
長
は
，

同
邑
，
２
”本
会
議
で
の
申
倍

首
想
の
答
各
に
つ
し‐
マ
　
国
κ

の
理
解
８
４
よ
・つ
て
す
Ａ
す勢

げ
爆
か
う
た
て
批
判
。
”
が
道

に
県
に
つ
て
う
索
た
「守
媒
関

連
墾颯雲
に
嘱
村
す
３
マ
マ
の
含

」
ヤ
「
論
す
が
ノ
行
動
実
行

を
鷹
合
し
ら
で
全
国
各
光
に

広
か
ら
口
民
の
耀
ソ
て
た
た

か
い
に
つ
い
て
、
「
玄
家
め

強
行
で
回
帰
め
疼
ソ
と
反
対

の
一β
か
い
っ
そ
ラ
広
ま
，
ス

い
ら
こ
と
を
彙
感
。
廃
蒙
ｔ

勝
ち
”
３
た
め
に
国
尺
髪
第

の
高
楊
に
青
献
で
き
３
よ
う

全
口
各
地
一■
奮
関
し
た
い
」

て
述
べ
ま
し
た
。

却
諄
鷲
・し
影

が
う
や
里

ぜ
イ

ぜ
庸

献̈
」
　
　
　
　
　
　
近
な
「
幅
Ｆ
は
Ｌ
ｔ
攀
出
し
よ

戦
争
去
｛７
嘔
賛
成
て
い
つヽ
た
　

っヽ
と
し
て
い
る
に
運
か
ま
せ
た
。

か
理
由

て
し
ス
ょ
く
ぁ
げ
ろ
の
　
　
２
０
０
９
暉
９
月
、
一ｏ∩
争
県

伊
、
「
北
朝
鮮
率
中
国

の
こ
こ
　
卦
で
口
繕

不
朝
の
落
来
艦

が
領

ド
に
配
」
と
で
つ
こ
と
。
虐
疎

島
碍
犯
し
た

と
防
衛
者
が
だ
表

に
想
昴

ユ
心
に
は
、
こ
の
論

セ
　
軍
写

７
ナ
リ
ス
ト

（
当
時

）
（

打
ち
隷

う
こ
と
が
必
要
で
す
。　
　
‐―＼
田
和
久
ん
た

で
は
テ
レ
ビ

で

「
北
“
盤

平

中

国

首

蹴
論

」

「
中

口
導
軍

め
靖
水
繊

唖

と
い

が
い
か
に
根
拠
の
は
い
も
の
か
，
あ
い
し
て
断
定
。
し
か
し
一
週

北
朝
鮮
の
ロ
ポ
ヤ
日
中
の
鱚
靖

問
始
．
財
窃
省
は
ク
を
つ
を
導

嘲

猾

識

零

ｔ

は
炒

詳

爵

賽

党
際
に
基
朝
鮮
が
ア
ｘ
り
力

ｔ
ｆ
昇
が
は
い
の
は
当
た
ノ
前

に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
左
撃
っ
と
　
で
す
。

い
、
中
国
て
日
本
が

一戦
交
え

　

よ
化
け
が
い
３
と
、
裕
杯
の

う
ち
と
な
い
〓
と
は
、
自
民
党
　
あ
ま
り
後
■
い
ま
え
て
撃

ぅ
た

山課
員
な

っ
て
百
も
承
い
で
す
。
　

ら
．
ム
閻
鰤

っ
仁
″
高
稽
か
ら

中
東
派
兵
ヒ
ピ
ぶ
疑
■
さ
（
〕

戦
争
が
始
ま
３
こ
‘
行
っ
て
あ

本
纂
島

ま

か
☆
み

パ

頃

身

ら
の
で
す
。

ｏ
読
オ
の
授
縞

短

　

歌

　

　

勝

田

針

セ

箔

押

と

パ

ソ

コ

ン
疲

ょ
道

フヽ
た

リ

銘

押

し

疲

た

の
方

が
軽

分

リ

箔
押

柊

欲
叡
数
で
行
っ
て
た
ら

自
人分
の
身
体
増
Ｃ

て
し
ま
う


